
 

 

 

 

 

 

 

 ２５年前の平成７年 1月 17 日は、阪神淡路大震災が起こった日です。被害の様子を神戸新聞HPより引

用しました。テレビや新聞、ネットニュースでも震災関連の話題が多い１週間です。ぜひチェックを。 

自然災害を完全に予測したり、防いだりすることはできませんが、備えることはできます。今、どんな行動をとりますか？ 

 

 

 

 

 

 

イメージしてみよう！阪神淡路大震災と同じ「震度７」の地震が起きたら、どうなるだろう？ 

これから数回に渡って、シリーズでお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

まず、命を守る行動を！ 

 

 

 

 

 

正しい手当で、被害を最小限に！ 

 

 

 

 

 

 

先生の指示を聞いて、落ち着いて避難する 

 

 

 

 

直後 → 数分後 →  数時間後  →  翌日  → 数日後  →  数週間後  → 数か月後 

出血している部位をハンカチ等で圧迫。 

感染予防のためにビニール袋等あれば使用。 

心臓より高くする！ 

揺
れ
が
収
ま
る 

教室：机の下に入る！ 

頭を出さず、机の脚を持つ。 

廊下や階段：中央で低い姿勢をとり、頭を教

科書か手で保護。時間があれば近くの教室の

机の下へ。 

体育館：中央に集まり座る。持っている物が

あれば頭を保護、なければ手で頭を覆う。 

天井板や照明等の落下に注意！ 

運動場：中央に集まり座る。校舎から離れる。 

地震発生 

２０20．1．15（水） 

加東市立社中学校 

保健室 

「災害から生き抜くために、今、わたしたちができること」 

～ほけんだより～ NO．13 

今回は、この時の対応の仕方を紹介 

揺
れ
の
最
中 

避
難
す
る 

先生や校内放送の指示を聞いて、避

難する。続けて地震が起こる場合も

あるので要注意！ 

負傷者や体の不自由な人がいれば、

搬送の手助けを。中学生は、助ける

側になることができます！ 

裏面の「身の回りのもの

を利用した応急処置」を

チェック！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


